
第４学年 道徳科学習指導案 

 

                      日   時  令和３年 11月 25日（木） ５校時 

                      児    童  ４年１組 男11名 女９名 計20名 

                      授 業 者  両川 真利 

 

１ 主題名 素直な心をもって（Ａ 正直，誠実） 

 

２ 教材名 休み時間のできごと（「新・みんなの道徳  ４」  学研） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）児童について 

    学級の児童は，男女関係なく，様々な友達と遊び，学習も共に努力することができる。過っ

た行動をしたときには正直に話すことが大切なことも理解しており，正直に話してくれること

が多い。しかし，自分がやってはいけないことをしてしまったことには気付いているが，自分

が叱られないように，他の友だちに責任転換をしたり，ごまかしたりしようとする姿が見られ

ることもある。 

    事前アンケート『もし廊下にある６年生の作品を，ついさわって壊してしまったら，どうし

ますか。』を実施し，価値への意識づけを行う。結果は以下の通りである。 

      

     自分が壊したとき 

       正直に言う・・・20人     正直に言わない・・・０人 

        理由  ○正直に言ってあやまったほうがいいから。 

            ○正直に言わないともやもやするから。 

            ○かくしていてもいつかはバレるから。 

     友だちが壊したとき 

       正直に言う・・・17人     正直に言わない・・・３人 

        理由  ○自分で言うのもつらいと思うから，見ていたら言ってあげたい。 

            ○正直に謝れば，許してもらえると思うから。 

            ○一緒に謝りに行く。 

            ●壊された人は，自分で言ってもらいたいと思うから，言わない。 

            ●友達が正直に言いたくないかもしれないのに，人に言われて嫌な思いを

するかもしれないから。 

            ●友達だけ怒られるのはかわいそうだから。 

     

     

    これらの実態から，ついうそをついてしまう気持ちを考えさせたり，葛藤を乗り越えたとき

の気持ちを考えさせたりすることで，正直であるからこそ，明るい心で伸び伸びとした生活が

実現できることに気付かせたいと考える。 

 

 



（２）道徳的価値について 

    学習指導要領第３学年及び第４学年の内容の「A 主として自分自身に関すること」の「正

直・誠実」は，「過ちは素直に改め，正直に明るい心で生活すること」とある。この内容項目は，

次のように発展していく。 

低学年 

 うそをついたりご

まかしをしたりしな

いで，素直に伸び伸び

と生活すること。 

中学年 

 過ちは素直に改め，

正直に明るい心で生

活すること。 

高学年 

 誠実に，明るい心

で生活すること。 

中学校 

 自律の精神を重ん

じ，自主的に考え，判断

し，誠実に実行してそ

の結果に責任をもつこ

と。 

    過ちや失敗は誰にも起こり得ることである。そのときに，自分自身が責められたり，不利な

立場に立たされたりすることを回避しようとしてうそを言ったり，ごまかしたりすることがあ

る。しかし，そのような振る舞いはあくまでも一時しのぎに過ぎず，真の解決にはならない。

さらに，友だちの信頼を失うばかりか，自分自身の中に後悔や自責の念，強い良心の呵責など

が生じる状態になるということを感じ取らせたい。それらを乗り越えようとすることが正直な

心であり，自分自身に対する真面目さであり，伸び伸びと過ごそうとする心のすがすがしい明

るさでもあることから，正直であるからこそ，明るい心で伸び伸びとした生活が実現できるこ

とを理解させ，児童それぞれが元気よく生活できる心情を育てることが大事であると考える。 

 

（３）教材について 

    本教材は，うそをついてしまった後，葛藤を乗り越え正直になれた明日香と未来の気持ちを

考えることを通して，ねらいに迫るものである。正直にすべきであると誰もが分かる場面で，

ついうそをついてしまう気持ちを考えさせたり，葛藤を乗り越えたときの気持ちを考えさせた

りすることで，正直であることの大切さを考えられる教材である。 

    児童にとって「ついうそをついてしまう」という日常的に起こりうる身近な出来事が描かれ

ており，正直であることの大切さを自分事として考えやすい教材であることから，自分が叱ら

れないように，他の友だちに責任転換をしたり，ごまかしたりしようとする姿が見られること

もある本学級の児童にとって効果的な教材である。 

 

 

４ 主な各教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級活動（通年） 

全員遊び・生活 

目標の反省 

と取り組み 

 

日常生活 

（通年） 
学級活動 

（12・３月） 

「お楽しみ会」 

国語（９月） 

「ごんぎつね」 

道徳（11月） 

休み時間のできごと 

（A 正直，誠実） 



５ 本時の指導 

（１） ねらい 

      うそをつくことの気まずさや葛藤について考えることを通して，正直に行動するすがすが

しさを感じ，正直であることを大切にしようとする心情を育てる。 

 

（２）展開 

段階 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の意図・留意点 

つ
か
む 

７
分 

１ 教材への関心を高める。 

○事前アンケートの結果を

掲示する。 

 

 

・正直に言ってあやまったほ

うがいいから。 

・隠していてもいつかはバレ

るから。 

 

・事前アンケートの結果を掲

示し，価値についての意識

付けを図る。 

 

２ 教材を基に，話し合う。 

・教材文を読む。 

・心に残ったことを発表す

る。 

 

 

 

 

 

○未来くんはどうして「は

い。」と言ったのでしょう。 

 

 

 

○うそをついてしまったこ

とが，授業中も未来くんの

頭から離れないのはなぜ

でしょう。 

 

 

 

◎未来くんは，どうして先生

に話しに行こうと思った

のでしょう。 

 

 

 

 

・廊下を走ってしまったこ

と。 

・うそをついたこと。 

・最初はうそをついてしまっ

たけど、後から先生に言え

てよかった。 

 

 

・明日香さんがかばってくれ

たから。 

・正直に言うと、明日香さん

のウソがバレてしまうか

ら。 

 

・正直に言わなくて、もやも

やする。 

・ウソをつかなきゃよかっ

た。 

・バレたわけではない。 

・わざわざ怒られにいくのも

嫌だな。 

 

・やっぱり正直に言うべき

だ。 

・うそをついているのは嫌

だ。 

・もやもやした気持ちのまま

生活したくない。 

 

・心に残った場面を考えなが

ら聞くようにさせる。 

・心に残った場面をもとに学

習課題を設定する。 

 

 

 

・相手のことを考えてうそを

ついたことに気付かせ、二

人が，ついうそをついてし

まった理由を押さえる。 

 

・未来の気持ちを全体で深め

るために、心情円盤を使っ

て児童の考えを把握し、意

図的に指名していく。 

 

 

 

ふ

か 

め 

る 

 

 

30 

分 

なぜ、未来は先生に話しに行こうと思ったのだろう。 

・３人グループで交流する。 

・さらに考えを深め合うため

に全体交流を行う。 

・葛藤を乗り越え正直にでき

たよさに気付かせる。 

 



 

○先生に話しに行った後，カ

レーライスをいつもより

おいしく感じたのはなぜ

でしょう。 

 

 

・すっきりしたから。 

・正直に言えたから。 

・言ってよかったと思ったか

ら。 

 

・その日のカレーが特別なも

のではなかったことを確

認 

する。 

・正直にできたことがおいし

さの理由になっているこ

とに気付かせる。 

み
つ
め
る
５
分 

３ 道徳的価値の内面的自

覚を深める。 

○今まで正直に話してよか

ったことや，今までの自分

の生活を振り返りながら，

今日学んだことについて

書いてみよう。 

 

 

・自分はこれまで，正直に話

そうと思っていたけど，正

直に話せなかったこともあ

ったので，先生に話しに行

こうと思った未来のように

正直に話せるようにしたい

です。 

 

 

・本時の学習について，正直

であることを大切にしよ

うとする心情が高められ

るよう，自分の生活を振り

返らせながらまとめさせ

る。 

ひ
ろ
げ
る
３
分 

４ 今後の実践につなぐ。 

・児童の振り返りを交流す

る。 

 

 

  

・友達の振り返りを聞くこと

で，より理解を深める。 

 

 

（３）評価の視点 

 ○うそをつくことの気まずさや葛藤する思いを考えることで，正直や誠実について多面的・多角

的に考えていたか。 

  ○正直に行動するすがすがしさを感じ，正直であることの大切さについて，自分との関わりで考

えていたか。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、未来は先生に話しに行こうと思ったのだろう。 

 

挿絵 

挿絵 

・もやもや。 

・正直に言えば 

よかった。 

先生に 

話しに行く！ 

 
挿絵 

カレーが 

おいしい 

・すっきり。 

・正直に言えた。 

・言ってよかった。 

 

走
っ
て 

い
ま
せ
ん
。 

 

11/25 休み時間のできごと 

 

先にタッチ 

明 未

来 は
い
。 

 

 

・自分が先。 

・自分のせい。 

・かばった。 

・今さら 

・バレていない 

・１回うそを 

ついている 

 

・おこられたくない。 

・あすかさんのため。 

・あすかさんが 

おこられないように。  
・もやもやしたままでは

いやだ。 

・すっきりしたい。 


